
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

タタタタ 
りとうようい/作・絵 すずき出版   

チーターがタタタタとかけぬけていきます。追い

こされたガゼルもびっくり。チーターはいったいどこ

へいくの？ 読みはじめたら、いっきにさいごまで

いってしまう、スピード感あふれる絵本です。 

本
ほん

を読
よ

むのは、ぼく。本
ほん

を読
よ

むのは、わたし。だから、読
よ

む

本
ほん

を決
き

めるのも「じぶん」でできるようになりたいね。読
よ

ん

でおもしろかった本
ほん

を、お友
とも

だちやおうちのひとに紹介
しょうかい

し

て、本
ほん

の輪
わ

をひろげていきたいね。 

 

E ｽ/ﾘﾄ 

令和２(２０２０)年 

過去３年間の出版物を中心に 

市立須坂図書館職員が選びました。 



 

 

るすばんかいぎ 
浜田桂子/作 理論社    

かぞくがでかけて、だれもいなくなると、会議が

はじまるよ。ゆうきくんがうまれてから、ず～っとみ

まもってきた、つくえや、いすや、れいぞうこがあつ

まって、じゅんばんに、こまっていることをはなすん

だ。 

はるとあき 

斉藤倫・うきまる/作 吉田尚令/絵 小学館  

きせつが春のときは、夏、秋、冬はねむってい

ます。きせつがこうたいするときだけ、つぎの季節

とあえるのです。まだ秋にあったことがないと気づ

いた春は、「秋にわたして」と、夏に手紙をあずける

ことにしました。 

ふゆのはなさいた 
安東きみえ/文 吉田尚令/絵 アリス館          

こねずみがないていると、「なくのはやめてよ」

池のなかから金魚が顔をだしました。ふたりは、い

つしか友だちになっていました。ところが、つぎの

あさ、雪がふって、池がこおってしまったのです。

金魚は……。 
757 ｵ 

E ﾘ/ﾊﾏ 

E ｼ/ﾖｼ 



 

チトくんとにぎやかないちば 
アティヌーケ/文 ブルックスバンク/絵 さくまゆみこ/訳 徳間書店 

おかあさんといちばへやってきたチト。いちばの

ひとたちは、チトに、バナナやオレンジをくれまし

た。チトはひとつ食べると、のこりをおかあさんの

頭の上のかごに、ぽいっ。でも、おかあさんは気が

つきません。 

だいずさんちはだいかぞく 
まつくらくみこ/絵 国文牧衛/監修 少年写真新聞社    

だいずのおじいさんの家に、バスがやってきまし

た。だいずいちぞくの大集合です。とうふやみその

げんりょうとして、日本人が、むかしからなれしたし

んできただいず。さあ、どんなふうにすがたをかえ

るのかな？ 

かいちゅうでんとう 

みやこしあきこ/作 福音館書店    

かいちゅうでんとうがあれば、くらやみだってへ

っちゃら！ 子どもだけでもあつかえるみぢかな道

具・かいちゅうでんとうの、光を楽しむためのヒント

がつまった絵本。こんや、さっそく、ためしてみよ

う。 

E ﾄ/ﾌﾞﾙ 

E ﾌ/ﾐﾔ 

E ｼ/ﾏﾂ 



市立須坂図書館  ☎ ０２６（２４５）０７８４ 

アラン・グレのＡＢＣえほん 
アラン・グレ/作 木原悦子/訳 あすなろ書房 

カラフルでたのしいイラストでまなべる、英語の

絵本。「アルファベット」、「いろ」、「しぜん」、「のりも

の」の４さつに、たくさんの英語のことばと読みかた

がのっています。イラストを見るだけでも発見があ

ります。 

はこちゃんのおひなさま 
丸田かね子/作 牧野鈴子/絵 銀の鈴社   

戦争をのがれて、はこちゃんは、かぞくとわかれ

遠くのしんせきのもとでくらしていました。そこへ、  

だいすきなおひなさまをとどけてくれたのは…… 

平和のたいせつさをつたえてくれるものがたり。 

わたしのそばできいていて 
リサ・パップ/作 菊田まりこ/訳 ＷＡＶＥ出版 

マディは字を読むことが苦手。国語の時間に音

読をあてられてもうまく読めません。つかえるたび

に、クラスの子がくすくす笑う声が聞こえて、逃げ

だしたくなるのです。そんなとき図書館で１匹の犬

と出会って……。 

戦争/E ｷﾞ/ﾏｷ 

外国語のえほん 

E ｳ/ﾊﾟﾂ 


